
①レーザ直接描画やＥＢ露光で
はロール表面へのマイクロ、ナノ
パターンの安価な加工が困難。

②精密機械加工では、溝加工以
外のパターン加工が困難。

① 加工時間の短い安価な製法
はないか。

②複雑三次元構造にも対応でき
る安価な製法はないか。

③金属の他樹脂製ロールにも加
工できる方法はないか。

④つなぎ目の無いシームレスロー
ルモールドを安価につくれないか。

平板又は、ロール表面にマイクロ、ナノ構造を自己組織化めっきで作る。

‐ナノインプリント用めっきモールド‐

㈱MEPJ様との（http://www.mepj.jp/）共同開発



Φ３０ｍｍ中空ロール（SUS３０４、長さ３００ｍｍ）

‐MHP（マイクロホールNiめっき）ロールモールド‐



-離型性めっきモールド-

離型性めっき膜の特徴

１．無電解めっきによる極薄均質膜

２．再生可能

３．平板、ロールモールド表面にめっき可能

４．安価

母材平板又はロール

表面平滑化めっき膜

二次下地めっき膜

MHP/NHPめっき膜

一次下地めっき膜

離型性めっき膜
（厚さ；１０～２０nm）
再生可能


